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１.　はじめに

　人工干潟の成功例と言われる3つの干潟の底生生物調査を行ううち、底生生物量と、土壌粒

子の粒度組成の関係を知る必要があるのではないか、との考えに至った。

　以下は、先に報告した人工干潟底生生物調査の結果に、土壌粒度組成のデータを加え考察し

たものである。

2.　調査目的

　近年、開発に伴い埋立等で急速に干潟が消滅していく中でミチゲーション（自然環境への影

響緩和策）の概念に基づき各地で人工海浜、人工干潟が整備されるようになってきたが、一口

に人工海浜、人工干潟といってもその立地、水域の状況、投入された砂泥の質や量、潜堤や導

流堤の形状など、その環境条件は様々であり、また、どのような干潟を創るのか、というビジョ

ンによってもできる干潟の性格、生物相は自然干潟同様、個々の干潟で大きく異なるものとな

る。

　本調査では、全国の人工干潟の「成功例」とされる、広島五日市、葛西人工海浜（東なぎさ）、

大阪南港野鳥園の３カ所を選び、底生生物調査を行った。

　広島港五日市人工干潟では、造成1年後から 2年後の生物調査の報告がある。今回の調査で

はその後の五日市人工干潟の生物相、および現存量がどのように変化したかを知るために調査

地点はその調査とできる限り同じ地点を選び、過去のデータとの比較を行った。

　葛西海浜公園は東京都江戸川区南端の荒川と旧江戸川河口部に造成された人工海浜である。

この海域はもともと三枚洲と呼ばれる自然干潟を中心にした広大な浅瀬域であったが、開発に

伴う埋立等で失われた自然海浜や干潟の代償として東京都によって整備されたものである。

　大阪南港では、開発に伴い破壊された自然環境回復のため、埋立地内に人工干潟の整備が行

われた。　今回の調査では、造成当初からの海水池である西池と、海水を導入して3年目にあ

たる北池について、底生生物調査を行った。

3.　調査方法

(1)　調査日時

　　広島港五日市人工干潟　

　　　　1998年5月26日　13：00～19：00　干潮　16：01（潮位　-12㎝）

　　葛西人工海浜（東なぎさ）

　　　　1998年6月10日　10：00～14：00　干潮　11：08（潮位　15㎝　荒川ポイント）

　　大阪南港野鳥園

　　　　1998年7月4日　　9：30～13：30　干潮　10：31（潮位　109㎝）

(2)　調査方法

　1)コードラード法

　それぞれの調査地点内で任意の場所に一辺が 25㎝のコードラードを設定し、スコップで30

㎝の深さまで素早く掘り、1㎜メッシュ※の篩で少しずつ砂泥をふるい落とし、すべての生物

を拾い出した。

　採集した生物は、10％ホルマリンで固定し個体数および湿重量を測定した。

　※掘り出した砂泥が1㎜メッシュで落ちなかった場合は、2㎜メッシュを用いた。

　2)コア・サンプラーによる深部調査

　長さ1.4 ｍ、直径 83mmのコア・サンプラー（断面積50 ㎠）を干潟泥中に打ち込み、底生

生物の採集及び、干潟泥土の観察記録を行った。

　アナジャコ類の個体数については、干潟表面に開口している巣穴をカウントし、1㎡あたり

の個体数を計算した。
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(3)　調査地点概況

　1)広島五日市

　底生生物の定量採集は下図に示すようにA,B,C の３地点で行った。B地点、C地点は前述の

今村報告の干潟低部の調査地点とほぼ同一の場所である。また、A地点はBおよびC地点の中

間地点で、かつ、当初の人工干潟のちょうど真ん中にあたっている。各地点とも数メートル間

隔で３カ所ずつ、計９カ所で採集を行った。

　干潟高部および中部に関しては、B地点、C地点の高部で試掘を行った結果、砂（礫）の粒

子が粗く2㎜メッシュを通らなかった。また、干潟生物も見られなかったため、生物現存量の

データには加えないこととした。

　造成時の当該人工干潟は、底部に埋め立て地から出た浚渫土を5ⅿ近く入れ、その上は約1

ⅿの海砂（シルト・粘土分約5％）で覆われていた。当初は次頁の干潟断面図の破線で示すよ

うに、護岸から潜堤に向かって緩やかな勾配で傾斜していた。

　しかし、7年経過した現在では護岸から30ⅿほどの間で、かなり傾斜がきつくなっている。

干潟高部から中部にかけて波浪により相当量の砂が流出し、逆に護岸付近ではうち寄せられた

砂が堆積したと推察される。

　さらに、干潟の南部分は台風などで砂が流出し、かなりの面積にわたり干潟が消失している。

このため、調査地点Cは干出している部分の南端に近くなっている。また、干潟全体が沈下、

砂の流出により著しく面積を減じている。

　調査地点B,Cの潟土質はほぼ等しく、粒径2㎜以上の礫と粗砂、細砂の混じったものであっ

たが、C地点の方が礫の割合が多かった。

　A地点は、２年前に山砂（1万1千㌧）が入れられた部分で、干潮時には次頁の干潟平面図

に示すように長く沖方向に突き出すような形となっている。この山砂は牡蠣殻、礫、砂、シル

ト、粘土などさまざまな大きさの粒子が混じり合っており、干潟の他の部分とは異なった様相

を呈している。

47

八幡川

廃棄物埋立護岸

人工干潟

▲

埋立地

●● ●

▲
▲

▲

▲
▲

A ＢC

××

●

▲

今回の調査地点

今村報告の調査地点

× 試掘地点

凡例

潜堤



48

干潟概況図

30m 40m

250m

護岸

潜堤

現在の干潟面

当初の干潟面

礫が大半を占める部分

礫+砂の部分

山砂の部分

潜堤

護岸

埋立地

A

B

C

干潟断面図



　2)葛西人工海浜（東なぎさ）

　

　葛西海浜公園は東京都江戸川区南端の荒川と旧江戸川河口部に造成された人工海浜である。

この海域はもともと三枚洲と呼ばれる自然干潟を中心にした広大な浅瀬域であり、かつては海

苔養殖やアサリ・ハゼ等の沿岸漁業が盛んに行われていたが、開発に伴う埋立等により失われ

た自然海浜や干潟の代償として東京都によって整備されたものである。

　葛西人工海浜は東西２つのなぎさから成り、東なぎさ（30ha,うち砂浜10ha・浚渫砂泥投入）

は渚の生物や野鳥保護のため立入が禁止され、自然保護区となっている。一方の西なぎさ

（38ha,うち砂浜 15ha・山砂投入）は海の自然と人とのふれあいの場として解放され、開園以

来多くの人が訪れている。

　底生生物の定量採集は下図に示すようにA,B,C の３地点で行った。A地点は最も潮が引いた

時点で現れた場所であり、B地点は石積み島堤の内側、C地点は導流堤に近い場所である。各

地点とも数メートルおいて２カ所ずつ、計６カ所で採集を行った。
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　3)大阪南港野鳥園

　大阪南港野鳥園は、「大阪南港の埋立地内にシギ・チドリの楽園を」と、1983年に南・西・

北の３つの池12.8haと、緑地6.5haで開園した。

　開園時は、３つの池のうち南・北池は淡水池、西池は、堤防下に埋設されたヒューム管によ

り外港に連絡する海水池であった。

　その後、NGOと行政との意見交換や、合同調査の実施、園内の環境悪化を抑えるための改

修工事計画の提示等を経て、1995年10月に、西池・北池の連結（干潟の拡張）、新設ヒュー

ム管の埋設等の工事が行われ、現在に至る。

　したがって、今回調査した地点のうち、西池は造成後15年目、北池については、淡水池に

海水を導入したのち３年目という環境である。

　底生生物の定量採集は下図に示すようにA,B,C の３地点で行った。A地点は、南港野鳥園北

池中央付近、B地点は同公園北池が西池と接する点。C地点は西池である。
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4.　調査結果

(1)　底生生物現存量調査結果

1)　広島港五日市人工干潟

　　　　　　　　　　　　　　各調査地点における出現生物の湿重量 （単位：ℊ/㎡）

コア ･サンプラーによるアナジャコ類調査結果

51

　　　　　調査地点

出現生物種

Ａ Ｂ Ｃ

１ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３

軟

体

動

物

二枚貝類 690 57 745 864 1 172 2442 224 1060

腹足類 9 5 　 15 21 35 3 10 8

環

形

動

物

多

毛

類

ゴカイ科 5 + 1 1 40 45 63 33 91

節

足

動

物

甲

殻

類

十

脚

目

アナジャコ類 36 112 19 14 100 20

カニ類 19 8 3 1 36 3

その他 3 1 19 1

昆虫類

腔腸動物類 1 1

星口動物他

1㎡あたりの質重量合計 737 62 791 995 83 302 2630 267 1180

1㎡あたりの質重量平均 530 460 1359

A B C

採集生物種
アナジャコ

成体のみ

アナジャコ

成体・新規個体

ニホンスナモグリ

（ミナミテッポウエビ）

質重量推定値（g/㎡） 500 364 （10）



2)　葛西人工海浜（東なぎさ）

　　　　　　　　　　　　　　各調査地点における出現生物の湿重量 （単位：ℊ/㎡）

コア ･サンプラーによるアナジャコ類調査結果
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　　　　　調査地点

出現生物種

Ａ Ｂ Ｃ

１ ２ １ ２ １ ２

軟

体

動

物

二枚貝類 2174.4 1141.8 477.3

腹足類 0.3

環

形

動

物

多

毛

類

ゴカイ科 14.1 3.0 45.6 3.7 78.1� 104.6

ユムシ類

節

足

動

物

甲

殻

類

十

脚

目

アナジャコ類 12.8 37.3 1.1

カニ類

その他 72.5 2.1

昆虫類 0.5 0.5

腔腸動物類

星口動物他 6.4 3.4 1.0

1㎡あたりの質重量合計 2207.7 1185.5 595.4 5.8 80.7 105.4

1㎡あたりの質重量平均 1696.6 300.6 93.1

A B C

採集生物種 ニホンスナモグリ アナジャコ -

質重量推定値（g/㎡） 60 500 0



3)　大阪南港野鳥園

　　　　　　　　　　　　各調査地点における出現生物の湿重量 （単位：ℊ/㎡）

コア ･サンプラーによるアナジャコ類調査結果

採集個体、及び巣穴の確認はできず。
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　　　　　調査地点

出現生物種

Ａ Ｂ Ｃ

軟

体

動

物

二

枚

貝

類

アサリ 704.0

ヒラカモジガイ 297.6

その他 3.2

腹足類

環

形

動

物

多

毛

類

ゴカイ科

（ミズヒキゴカイ）
283.2

イトゴカイ科 1.6

ユムシ類

節

足

動

物

甲

殻

類

十

脚

目

アナジャコ類

カニ類 +

その他(ﾖｺｴﾋﾞ亜目) 19.2 20.8 +

昆虫類 1.6

フジツボ類 8

星口動物他

1㎡あたりの質重量合計 22.4 1316.8 +

1㎡あたりの質重量平均 22.4 1316.8 +



5.　土壌粒子粒度分析結果

(1)　調査方法

　a.調査地点

　各調査地での底生生物調査と同一地点で、25cm×25cm×30cmの潟土を採取した（ポイン

トについては各地の調査報告書参照）。

　藤前干潟については、アナジャコ類の調査を行ったD2,E,Fの各地点（堤防から300ｍ）及

び、堤防前を、新川、庄内川河口については、I,Lの各地点で潟土を採取した。

　b.方法

　篩目10、5、2.5、1.2、0.6、0.3、0.15、0.075mmの篩を用いて、各地の潟土を振とうして

ふるい分け、粒度組成を求めた。
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藤前干潟及び新川、庄内川調査地点

　（図中の、D2,E,F,I,L 及び堤防前にて試料採取）
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